
注1 市役所で受付出来ない確定申告は、次のような申告です。

あなたは申告する必要があるでしょうか？どのような申告が必要でしょうか？  確認してみましょう！

令和８年１月１日に取手市に
住民登録されていますか。

令和８年１月１日に住民登録の
ある市区町村に確認してください。

は　い

いいえ

市役所で市民税・県民税の申告をしてください。
 
確定申告を必要としないが、同居親族の扶養に入っ
ていない方や、扶養に入っているが所得証明書が必
要な方は、申告をして下さい。令和７年中に収入がありましたか。

（この収入には遺族年金・障害年
金・失業保険等の非課税所得・生
活扶助は含まれません。）

同居の親族が、年末調整や確定申
告、市民税・県民税申告であなたを
扶養親族として申告しますか。（医
療保険の扶養とは別です。）

申告の必要がありません。

令和７年中に給与収入がありまし
たか。

令和７年中の収入は、公的年金だ
けですか。（個人年金は公的年金
に含みません）

年間の公的年金の収入は、４００万
円以下であり、かつその公的年金
の全部が源泉徴収の対象ですか。

年末調整が済んでいますか。 ＜市役所では受付できない確定申告（注1）＞をしますか。

公的年金の「扶養親族等申告書」で申
告した以外の各種控除（配偶者、扶養
親族、寡婦・ひとり親、障害者、医療費、
生命保険料控除、寄附金等）を申告し
ますか。

市役所　課税課又は竜ケ
崎税務署にお問い合わせ
ください

竜ケ崎税務署で
確定申告が
必要です。

竜ケ崎税務署または
市役所で確定申告の

受付ができます。
（注2）収入は１か所からの給与のみ

ですか。

申告の必要がありません。

市役所で
市民税・県民税の申告が

必要です。

主な給与以外の給与の収入金額と、公
的年金、個人年金、配当など、その他
の所得金額の合計が２０万円を超えま
す。

年末調整で申告した以外の各種控
除（配偶者、扶養親族、寡婦・ひと
り親、障害、医療費、生命保険料控
除、寄附金等）を申告しますか。

所得税の還付申告を受けますか。

勤務先から取手市へ「給与支払報
告書」が提出されていますか。（勤
務先の担当者に　確認してくださ
い。）

市役所で市民税・県民税の申告が必要です。

青色申告、損失申告、雑損控除の申告、特定支出控除（給与所得）の申告、土地建物・株式・ゴルフ会
員権などの譲渡所得の申告、譲渡損失の繰越の申告、営業・農業・不動産所得の初年度の申告、利子
所得・配当所得の申告、山林所得の申告、災害により事業用・業務用の資産に損害を受けたかたの申
告、先物取引・仮想通貨取引のある申告、住宅借入金等特別控除が初年度のかたの申告、住宅特定
改修特別税額控除などの申告、準確定申告（亡くなられたかたの申告）、令和7年分以外の申告、国外
に居住している親族を扶養控除とする申告、外国税額控除のある申告、相続税・贈与税・消費税等の申
告、その他高度な判断を要する申告や税務署への申告が必要となる申告

注2　所得控除額が所得金額を上回り、かつ、どの所得からも所得税が源泉徴収されていない場合に
は、市民税・県民税の申告となります。


